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	応用
	抗原情報
	背景
	骨髄細胞核分化抗原（MNDA）は、顆粒球-単球系細胞の核でのみ検出されます。ヒトMNDAの200アミノ酸領域は、細胞特異的または組織特異的に制御されない、Ifi-201、Ifi-202、およびIfi-203と呼ばれるインターフェロン誘導性マウス遺伝子ファミリーによってコードされるタンパク質領域と著しく類似しています。5'非翻訳領域にインターフェロン刺激応答配列を含む1.8 kbのMNDA mRNAは、インターフェロンαに曝露されたヒト単球で有意に発現が亢進しました。MNDAは、FCER1A、APCS、CRP、およびSPTA1から2,200 kb以内に位置しています。MNDAの発現および/または制御パターンはIFI16と類似しており、これらの遺伝子がインターフェロンに対する血液細胞特異的応答に関与していることが示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:N末端側半分（200アミノ酸）は、YY1のDNA結合を最大限に増強するのに十分であり、この配列の一部はYY1への結合を担っています。,機能:骨髄系において転写活性化因子/抑制因子として働く可能性があります。インターフェロンに対する顆粒球/単球細胞特異的応答において役割を果たします。転写抑制タンパク質YY1のDNA結合を刺激します。,誘導:単球系後期細胞の発現に選択的に影響を与えるαインターフェロンによって強く誘導されますが、顆粒球系には影響を与えません。in vitroではジメチルスルホキシドおよび1,25ジヒドロキシビタミンD3によって誘導されます。,類似性:DAPINドメインを1つ含みます。,類似性:HIN-200ドメインを1つ含みます。,細胞内局在:間期細胞核全体に均一に分布しています。クロマチンと会合する。,サブユニット：YY1およびYY1標的DNAエレメントと三量体複合体を形成する。ヌクレオリンおよびヌクレオフォスミン/NPM/B23に結合する。,組織特異性：骨髄系細胞において恒常的に発現する。前骨髄球期の細胞だけでなく、末梢血単球および顆粒球を含む他のすべての段階の細胞にも存在する。急性骨髄性白血病の一部症例では、骨髄芽球細胞にも発現する。,
	研究分野
	-
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	MNDA抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MNDA 抗体を使用した 293 細胞溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：500に希釈したMNDAポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

